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Ｆ
Ａ
Ｏ
の
戦
略
的
枠
組
み
は
、「
貧
困
の
撲
滅
」「
飢
餓
ゼ
ロ
」

　
「
不
平
等
を
な
く
す
」の
三
つ

Dr. Ism
ahane Elouafi 

ア
ミ
ノ
酸
が
持
つ
呈
味
機
能
・
生
理
機
能
・
栄
養
機
能
・

　
反
応
性
の
四
つ
に
注
目
白
神
　
浩
氏

健
康
増
進
に
役
立
つ
食
品
群
の
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で

　
切
れ
目
の
な
い
開
発
に
取
り
組
む
山
本（
前
田
）万
里
氏

食
で
健
康
を
も
た
ら
す
に
は

　
科
学
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
！

Dr. Chris M
allett

三
つ
の
テ
ー
マ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
議
論

世
界
の
人
々
の
健
康
を
実
現
す
る「
食
」の
開
発
を

　
世
界
の
産
学
官
で
進
め
る
久
間
和
生
氏

農
研
機
構
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

　
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む

Prof. Louise O. Fresco

世
界
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
、

　
直
ち
に
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る

M
r. Philippe M

auguin

我
が
国
の
経
験
を
世
界
に
共
有
し
、

　
「
医
食
同
源
」の
実
践
が
世
界
の
ト
レ
ン
ド
に
青
山
豊
久
氏

農研機構 第１回 食と健康の国際シンポジウム

　

世
界
は
今
、
人
口
増
加
、
地
球
温
暖

化
、
自
然
災
害
の
増
加
な
ど
地
球
規
模

の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
。
し
か
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
長
引
く
流
行

に
よ
り
、
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
脆
弱
さ
、
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
人
々
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
免
疫
力
を
高
め
る
食
品

へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

農
研
機
構
理
事
長
の
久
間
和
生
氏
は

「
食
と
健
康
の
関
係
を
科
学
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
味
し
く

て
健
康
に
役
立
つ
『
食
』
を
開
発
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
の
取
り
組

み
を
、
国
内
そ
し
て
世
界
の
産
学
官
で

進
め
た
い
」
と
語
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

共
同
研
究
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
「
食
に
よ
る
健
康
増
進
は
、
農
業
・

食
品
分
野
に
お
け
る
『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
5
．
0
』
実
現
の
た
め
の
重
要
な
課

題
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
デ
ー
タ
、

セ
ン
サ
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
活
用
し
て
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

と
サ
イ
バ
ー
空
間
を
融
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
経
済

発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す

る
人
間
中
心
の
社
会
の
構
築
を
目
的
と

す
る
」
と
久
間
氏
。
新
た
に
創
造
さ
れ

る
価
値
と
は
、
人
々
の
健
康
増
進
そ
の

も
の
だ
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学

研
究
セ
ン
タ
ー
総
長
の
Ｌ
．
Ｏ
．
フ
レ

ス
コ
氏
は
、「
農
研
機
構
は
長
年
に
わ

た
る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
初
め
て
事
務
所
を
構
え
た
外
国
の

農
業
研
究
機
関
が
農
研
機
構
だ
っ
た
」

と
両
者
の
深
い
結
び
つ
き
を
紹
介
す

る
。
両
国
に
共
通
す
る
の
は
「
食
を
重

視
し
、
食
が
伝
統
の
一
部
で
あ
り
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
一
部
で
も
あ
る

こ
と
」
と
語
る
。

　

食
と
農
業
を
め
ぐ
る
状
況
と
農
業
技

術
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
同
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
遺

伝
学
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
い
っ
た
分
野

に
も
目
を
向
け
る
。「
農
研
機
構
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
幅
広

い
分
野
で
様
々
な
視
点
か
ら
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
今
後
の
進
む
べ
き
道
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と
フ
レ
ス

コ
氏
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
農
業
研
究
所
理
事
長

の
Ｐ
．
モ
ー
ガ
ン
氏
も
「
同
研
究
所
、

農
研
機
構
、
ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
緊
密
な
連
携
関
係
は
、

国
を
は
る
か
に
超
え
て
発
展
し
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。

2
0
5
0
年
に
約
90
億
人
と
な
る
世

界
人
口
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る

た
め
に
、「
我
々
は
直
ち
に
行
動
を
起

こ
し
、
変
革
へ
向
け
た
道
筋
を
確
実
に

歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
る
。

世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
課
題
解
決
に

は
、「
世
界
規
模
の
農
業
シ
ス
テ
ム
上

の
ロ
ス
、
食
品
ロ
ス
、
そ
し
て
食
事
の

進
化
の
三
つ
の
主
要
課
題
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
」
と
モ
ー
ガ
ン
氏
は
言
う
。

2
0
2
1
年
9
月
に
国
連
食
料
シ
ス

テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
食
料
シ

ス
テ
ム
の
持
続
性
の
確
保
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
5

月
、
農
林
水
産
省
は
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
生
産
力

の
向
上
と
持
続
可
能
性
の
両
立
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
取
り
組
み
を

掲
げ
た
。

「
食
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
、
我

が
国
の
経
験
を
世
界
に
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
医
療
に
頼
る
こ
と
の
な
い

健
康
長
寿
の
実
現
に
向
け
、
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
「
医
食
同
源
」
の
実
践
が

世
界
の
ト
レ
ン
ド
を
作
り
、
栄
養
と
健

康
に
着
目
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
拡
大
す
る
」
と
農
林
水
産

省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
長
の
青

山
豊
久
氏
は
語
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
栄
養
・
健
康
」「
豊

か
な
食
と
健
康
を
支
え
る
作
物
開
発
」

「
食
品
科
学
か
ら
世
界
規
模
の
ビ
ジ
ネ

ス
へ
」
の
三
つ
の
議
題
に
つ
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
た
。

ま
ず
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
の
「
栄
養
・
健

康
」で
は
、
農
研
機
構
の
食
品
研
究
部

門
の
小
堀
真
珠
子
氏
が
「
納
豆
の
ね
ば

り
成
分
」で
あ
る
ポ
リ
―
γ
―

グ
ル
タ
ミ

ン
酸
を
多
く
含
有
す
る
納
豆
の
機
能
性

表
示
食
品
（
Ｆ
Ｆ
Ｃ
）
開
発
を
紹
介
。

ポ
リ
―
γ
―

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
高
精
度
定

量
法
を
開
発
し
、
ま
た
食
後
血
糖
値
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
た
。こ
の
納

豆
は
現
在
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
の
届
出
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

ま
た
「
高
め
の
血
圧
対
策
に
有
効
と

さ
れ
る
ギ
ャ
バ
を
含
む
ヘ
チ
マ
」
の
真

空
パ
ッ
ク
製
品
の
Ｆ
Ｆ
Ｃ
化
を
実
現
し

た
ほ
か
、「
ケ
ル
セ
チ
ン
を
多
く
含
み
、

高
齢
者
の
認
知
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

が
共
同
研
究
で
示
さ
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
」

の
Ｆ
Ｆ
Ｃ
届
出
も
行
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
研
究
セ
ン
タ

ー
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
マ
ス
ト
氏
と
デ
・

ウ
ィ
ッ
ト
氏
は
、
個
々
人
の
健
康
・
栄

養
状
態
に
合
わ
せ
た
食
事
を
提
供
す
る

「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ニ
ュ
ー
ト
リ

シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ

た
。
年
齢
・
性
別
・
社
会
経
済
的
状
況

な
ど
の
個
人
デ
ー
タ
、
健
康
デ
ー
タ
、

個
人
の
目
標
や
期
待
な
ど
の
デ
ー
タ
の

ほ
か
に
、
食
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
機
械

学
習
を
組
み
合
わ
せ
て
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
改
良
。
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
食
事

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
提
供
し
て
い
る
。

花
王
㈱
生
物
科
学
研
究
所
の
高
瀬
秀

人
氏
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
予
防
の
た

め
の
「
ス
マ
ー
ト
和
食
®
」
コ
ン
セ
プ

ト
の
開
発
と
実
践
に
つ
い
て
語
っ
た
。

臨
床
試
験
で
は
、
過
体
重
ま
た
は
肥
満

男
性
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
日
本
食
の

食
品
選
択
は
食
後
イ
ン
ク
レ
チ
ン
（
Ｇ

Ｉ
Ｐ
）
の
分
泌
を
抑
制
す
る
こ
と
で
内

臓
脂
肪
の
減
少
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
健
康
増
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、
2
0
1
7
年
よ
り
11

の
自
治
体
・
企
業
で
ス
マ
ー
ト
和
食
®

の
導
入
に
至
っ
た
。

　
「
日
本
だ
け
で
な
く
、
各
国
・
地
域

の
伝
統
の
中
で
、
食
の
選
択
を
工
夫
し

て
、
よ
り
好
ま
し
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
高
瀬
氏
は

指
摘
し
、
ス
マ
ー
ト
和
食
®
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
他
国
の
伝
統
食
に
も
応
用
で
き

る
と
話
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
2
の
「
豊
か
な
食
と
健

康
を
支
え
る
作
物
開
発
」
で
は
、
農
研

機
構
の
生
物
機
能
利
用
研
究
部
門
の
今

井
亮
三
氏
が
、
開
発
し
た
新
し
い
ゲ
ノ

ム
編
集
シ
ス
テ
ム
「
ｉ
Ｐ
Ｂ
法
」
に
よ

る
小
麦
の
成
功
事
例
を
紹
介
し
た
。
植

物
の
生
長
点
に
直
接
ゲ
ノ
ム
編
集
酵
素

を
打
ち
込
み
、
培
養
過
程
を
経
る
こ
と

な
く
ゲ
ノ
ム
編
集
個
体
を
獲
得
で
き
る

方
法
だ
。

「
幅
広
い
作
物
種
に
適
用
で
き
る
う

え
、
全
体
に
要
す
る
時
間
が
最
短
で
７

カ
月
と
従
来
の
組
織
培
養
法
に
比
べ
て

短
く
効
率
的
な
の
が
特
徴
」
と
今
井
氏

は
ｉ
Ｐ
Ｂ
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。
ゲ

ノ
ム
編
集
作
物
の
開
発
に
新
た
な
変
革

を
も
た
ら
す
か
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
農
業
研
究
所
の
サ
ロ

ン
氏
は
植
物
の
根
系
の
生
長
パ
タ
ー
ン

を
３
次
元
デ
ー
タ
に
よ
り
見
え
る
化
す

る
高
効
率
フ
ェ
ノ
タ
イ
ピ
ン
グ
（
表
現

型
解
析
）シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、植
物
と

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
（
微
生
物
叢そ
う
）

の
相
互
関
係
を
解
明
す
る
手
法
を
紹
介

し
た
。
米
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ケ

プ
ラ
ー
氏
は
米
国
の
主
要
作
物
で
あ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス

を
フ
ル
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
述

べ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
変
異
体
を
バ

イ
オ
技
術
で
作
り
、
地
中
深
く
ま
で
根

を
生
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
炭
素

固
定
に
役
立
つ
と
主
張
す
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
3
は
「
食
品
科
学
か
ら

世
界
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
」。
優
れ
た

研
究
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
育
っ
て
こ
そ
グ
ロ

ー
バ
ル
な
社
会
課
題
解
決
に
も
役
立

つ
。
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
タ
ゴ
ラ
は
国
際
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
で
、
結

果
重
視
戦
略
に
よ
り
ア
グ
リ
フ
ー
ド
開

発
を
支
援
す
る
。
6
0
0
の
会
員
企
業

は
多
国
籍
企
業
の
ほ
か
に
中
小
企
業
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
含
む
。
2
0
2
0

年
に
熊
本
県
に
日
本
事
務
所
を
設
置
。

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
は
食
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
と
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
を
行
う
。
2
0
2
1
年
6

月
、
東
京
五
輪
に
合
わ
せ
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ズ
ド
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
に
焦
点
を
当
て
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
米
グ
レ

イ
ト
ポ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
社
の

レ
イ
ン
氏
は
、「
食
用
と
な
る
家
畜
を

育
て
る
コ
ス
ト
は
高
い
」
と
指
摘
。
動

物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
植
物
性
タ
ン
パ
ク

質
に
切
り
替
え
た
り
、
培
養
肉
を
作
る

な
ど
企
業
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
と

訴
え
た
。

　
「
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

な
ど
が
ま
と
め
た
2
0
2
1
年
の
「
世

界
の
食
料
安
全
保
障
と
栄
養
の
現
状

（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
）」
に
よ
る
と
、
20
年
に
世

界
で
7
億
2
0
0
0
万
人
か
ら
8
億
1

1
0
0
万
人
が
飢
餓
に
直
面
し
、
世
界

で
20
億
人
以
上
が
安
全
で
栄
養
価
の
高

い
十
分
な
食
料
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
」

　

そ
う
報
告
す
る
の
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
ロ
ー
マ

本
部
チ
ー
フ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の

Ｉ
．エ
ロ
ー
ア
フ
ィ
氏
だ
。
人
々
の
栄

養
問
題
は
農
業
食
料
シ
ス
テ
ム
、
生
態

系
、
気
候
変
動
、
水
な
ど
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。
21
年
11
月
に
英
グ
ラ
ス

ゴ
ー
で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
）
で
は
、
気
候
変
動
対
策
に
お
い
て

農
業
食
料
シ
ス
テ
ム
が
優
先
分
野
で
あ

る
と
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
10
月
に

中
国
・
昆
明
で
開
か
れ
た
国
連
生
物
多

様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
15
）
で
も
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障

な
ど
に
関
連
し
た
投
資
促
進
が
議
論
さ

れ
て
お
り
、
21
年
は
食
料
安
全
保
障
、

食
料
シ
ス
テ
ム
、
生
物
多
様
性
の
三
つ

の
メ
ガ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
関
連
が
強
化
さ

れ
た
年
だ
っ
た
。

　
「
今
後
10
年
間
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
戦
略
的

枠
組
み
は
、『
貧
困
撲
滅
』『
飢
餓
ゼ
ロ
』

『
不
平
等
を
な
く
す
』
の
三
つ
に
重
点

を
置
い
て
い
く
」
と
エ
ロ
ー
ア
フ
ィ
氏

は
語
る
。

　

食
と
健
康
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
個
々

の
研
究
で
進
化
し
て
い
る
。「
2
0
3
0

年
ま
で
に
10
億
人
の
健
康
寿
命
を
延
伸

す
る
」
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

る
味
の
素
㈱
は
、「
ア
ミ
ノ
酸
が
持
つ

呈
味
機
能
・
生
理
機
能
・
栄
養
機
能
・

反
応
性
の
四
つ
に
注
目
し
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
非
伝
染
性
疾
患
の
原

因
と
な
る
塩
分
摂
取
量
の
削
減
、
加
齢

に
よ
る
身
体
と
認
知
機
能
の
低
下
の
原

因
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
不
足
の
改
善
を

解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
く
」
と
執
行
役
専
務
研
究
開
発
統

括
の
白
神
浩
氏
。

　

味
の
素
㈱
は
現
在
、
う
ま
味
に
よ
る

減
塩
の
促
進
に
取
り
組
む
「
ス
マ
塩
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
シ
ニ
ア
世
代
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
食
の
開
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

日
本
人
の
約
30
％
が
罹
患
し
て
い
る

と
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
。
こ
の
過
剰
免

疫
反
応
に
よ
る
疾
患
に
対
し
、
身
近
な

緑
茶
を
使
っ
て
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
を

開
発
す
る
の
は
農
研
機
構
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
、
山
本
万
里
氏

だ
。
緑
茶
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
人
が
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
の
服
用
に
対

し
て
感
じ
て
い
る
副
作
用
へ
の
懸
念
を

払
拭
で
き
る
効
果
は
大
き
い
。

　

山
本
氏
は
様
々
な
茶
品
種
か
ら
「
べ

に
ほ
ま
れ
」
茶
葉
抽
出
液
に
、
強
い
ヒ

ス
タ
ミ
ン
遊
離
抑
制
作
用
が
あ
る
こ
と

を
見
い
だ
し
た
。
臨
床
試
験
で
は
、「
べ

に
ほ
ま
れ
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
べ
に
ふ

う
き
」
茶
群
が
鼻
と
目
の
症
状
ス
コ
ア

が
有
意
に
低
く
、
ス
ギ
花
粉
症
に
も
緩

和
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
2
0
1
5
年
、「
べ
に
ふ
う
き
」
緑

茶
は
初
め
て
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
を
う

た
い
、
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
発
売

さ
れ
た
。

　

山
本
氏
は
現
在
も
、
内
閣
府
の
「
戦

略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」
な
ど
で
基
礎
か
ら
実

用
化
ま
で
切
れ
目
の
な
い
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
健
康
食
品
は
、
病
気
予
防
と
い
う

よ
り
健
康
増
進
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の

方
が
消
費
者
に
と
っ
て
は
魅
力
的
」
と

語
る
の
は
Ｃ
．マ
レ
ッ
ト
氏
。「
食
で
健

康
を
も
た
ら
す
に
は
科
学
だ
け
で
は
十

分
で
な
い
。
健
康
食
品
の
背
後
に
あ
る

科
学
が
、
消
費
者
の
認
識
と
一
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

パンデミックで食料安全保障が重要視され、「食と健康」は世界の重要テーマになった。
農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）は2022年3月、世界の研究機関・大学・企業が参加する
「食と健康」の国際シンポジウムをオンライン開催。国内外から約1100名が参加した第1回の成功をもとに、
今後、「食による健康増進」で世界のリーダーシップを発揮する戦略だ。
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企画・制作＝日経サイエンス

『食』の研究を世界の市場へ

Foundation for Food 
Agriculture Research（米）
取締役／元Cargill副社長
（R&D担当）

Dr. Chris Mallett

農研機構　食品研究部門 
エグゼクティブリサーチャー

山本（前田）万里氏

農研機構理事長

久間和生氏

味の素（株） 執行役専務
Chief Innovation Offi cer
研究開発統括

白神　浩氏

FAOローマ本部　
チーフサイエンティスト

Dr. Ismahane 
Elouafi

https://www.naro.go.jp/

農林水産省農林水産技術会議
事務局 事務局長

青山豊久氏

フランス国立農業研究所
（INRAE） 理事長

Mr. Philippe 
Mauguin

オランダワーヘニンゲン大学
研究センター（WUR） 総長

Prof. Louise O. 
Fresco
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◆Pitch（特徴ある取り組みの紹介）参加企業

◆後援

写真：Jeroen Hofman

 出典　日経産業新聞２０２２年４月２６日　掲載




